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「在 日であ る 自己」をめ ぐる コミュニケーションの現在

「就職差別」の潜在化 と在 日の自己提示の越境の戦略

孫 ・片 田 晶

はじめに

本稿 は、4年 生大学の学生で近年就職活動 をした在日朝鮮人(D(以 下、在 日)の 若者た

ちへの聞き取 り調査を もとに、「就職差別」が大 きく改善すると同時に差別の潜在化 とい

う問題の質的変化がみ られる現在の、在 日である自己の提示の新たな様相、 日本社会 との

コミュニケーションの様相 を論 じる。時代が変わ り、世代が重な り、差別状況が変化 して

きた現在 までの過程を、差別の克服 または解消に向かう過程 として見るとす るな ら、現在

では、何が新たな問題 となっているのか。本稿では二人の若者の就職活動の経験の考察 を

通 じて、マジ ョリテ ィとマイノリティとい う非対称な関係の下、ステ ィグマの価値転換 と

固定された被差別の位置か らの越境を目指す 自己提示の戦略に注 目した。

以下、1章 では、佐藤(2005)に よる特徴的な差別論 などを参照 しなが ら、本稿が就職

差別の有無 とは別の視点か ら、在 日の就職活動の事例 を扱 う点について述べ る。在 日であ

る自己の提示 という問題領域、マ イノリテ ィの 自己提示の背景にあ る非対称 な関係に注 目

す る視点である。2章 では、先行調査 を参照 し、就職差別をめ ぐる時代的な変化 を論 じて、

就職面接の社会的文脈 に対す る視点をさらに明確 にしてお く。3章 、4章 、そ して全体的

な考察にあたる5章 では、これまでに聞 き取 った10人 の事例の中か ら、2例 を取 り上げ、

事例の自己提示 の多様 な様相の中に、在 日であることの意味 をめ ぐり、その脱ステ ィグマ

化や積極的承認を求め ようとするコミュニケー ションの現在状況 を見出 し、脱差別の戦略

の様相 とその問題状況を論 じる。最後 に、本稿の方向性 をまとめ、今後の課題を述べる。

ω 一般 には 「在 日コリアン」 や 「在 日韓国 ・朝 鮮人」 などと呼 ばれる ことが多 いが、本 稿では、植

民地化 の朝鮮 半島か ら当時 の時代状況 のため に移住 ・定住 した朝鮮 人移民 とその家族、歴 史性 を分け持つ

子や孫 などを指す意味か ら、国籍や 「血 の純粋性」 を問わず、 日本 国籍者や ダブル(混 血者)な ども含ん

だ上で在 日朝鮮人 と呼ぶ。筆者は、 日常 的に 日本 国籍 、ダブルの在 日朝鮮 人3世 を名のるこ とが 多い。
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1、 「差別 がな くなった」.時代の問贈への視党

1・1在 日である自己め提示

本章と続 く2章 では、本稿の視角について明 らかに しておきたい。まず本章では、就職

活動につ いて、「就職差別」 と、いう結果(明 確 な人権侵害 という被害)の 有無 とはまた別

個の問題領域 として、マイノリテ ィとマジ ョリティの非対称な関係 という問題を論 じる。

近年では在 日の採用実績が ない大企業な ど存在 しないのではないか と思えるほ ど、多 く

の企業が(外 国籍の)在 日を採 る。 さらに、民族名 を用いて在 日であることを明らかに し

なが ら、 日本の大企業に就職するケースも増 えて きた。 こうなる と、「差別はなくなった」

と言われ、出身大学や筆記試験 の成績、人に好かれる性 格、魅力的な自己PR、 之 いった

個 々人のパフォーマ ンスの良さによって、企業受けの良い者は受 かる し、そ うでない者が

落ちる。つま り、在 日学生が受かるか落ちるかは、.既に個 人のパ フォーマ ンスの問題であ

ると言われる.ようになった。

しか し、個々人のパフォーマ ンスの問題 と言 うとき、その重要な一部として、在 日である

ことをどう扱 うか、つ まり、在 日である自己をめ ぐるパフォーマ ンス、あるいは自己提示 と

いう問題領域が存在 している。この領域は差別の再生産と変容に関す る、マイノリテ ィによ

る微視的な実践の領域でもある。在日の場合には、このような問題領域 自体が、親世代には

見られなかった。2世 世代 までは、一部の例外を除き、在 日が一般企業に採用される余地 は

ほとんどなかったため、そこにはいかなる自己提示の余地 もなかったからである。 しか し、

現在の世代では、厳然 とした差別状況はなくなり、在 日の側には、就職面接の場で自己をど

のように提示す るかの選択肢が登場 した。就職活動の 自己提示は、その後の職場や社会関係

におけるアイデンティテ ィや位置性 にも時に大 きな影響 を与える。例 えば、日本名で採用 さ

れた場合に就職後 に民族名で働 きたいと申 し出ることは一般的には非常 に障害が多いため、

その後 も身元隠しを続けることを強いられる可能性が高いなどである.。本稿では、上記のよ

うな自己提示が どのような力関係のもとで行われるのかを考察する。

1-2関 係の非対称性を問題化する 「差別論」の視点

次に、上記の ような問題領域 は、採用の合否や採用実績 の格差 といった結果の観点 とは

独立に考えることがで きる とい う点を明確 に してお きたい。差別研究の中には、一般的 な

「差別」の定義が、結果 としての個 々の被害の認定に力点を置いているの と異な り、差別 を
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関係性の問題 として扱 う視点が見 られる。中で.も、佐藤(2005)に よる 「人権論」 と 「差

別論」の切 り分けは、 この点 を明確に論 じている。佐藤は、差別を 「われわれ」か らの排

除の関係性 として捉 える視点 を強調 し、それを 「人権侵害」 として捉 えられるような客観

的な結果 としての不平等や取扱上の差異(格 差)か ら峻別す る。通常漠然 と 「差別」 と呼

ばれる多様 な事態の うち、「人権」概念では基礎づけ られない部分 を切 り分けて 「差別論」

と呼ぶのである。「人権侵害」の客観的な認定 と制度的な対応は 「対症療法」 として重要だ

が、そうした権利概念では根拠づけられない問題領域 として、「われわれ」と 「われわれで

ない者」 という非対称な関係 自体の問題が存在する。このような 「関係モデル」によって、

差別はある人々を 「同化」(=「 われわれ」 として構成)す るとともに、別のある人々を

「他者化」 し見下す行為(排 除の行為)で あると定義 し直される。結果の不当性 は権利概念

で基礎づけられるが、「関係の不当性」 を直接基礎づけることがで きる普遍的な理論 は現段

階では存在 しない。このため、被差別の人々が感 じ取っているのは 「関係の不当性」だと

して も、それは容易に言及することができない`21(佐 藤2005:21-64)。

この 「関係モデル」 を参照 し、本稿 では就職活動 という文脈で行われる自己提示 を採用

の合否や採 用実績の格差 といった結果の観点 とは独立 に考察するこ とに したい。佐藤は

「排除」を 「本来 ある社 会の メンバーである(事 実 としてひ とつの社会 を構成 して、相互

関係が成立 しているこ と)に もかかわ らず、ある断絶が持ち込 まれ、その外は まるではじ

めか らよそ者であ るか、存在 しないかの ように扱 うこと」 と定義す る(前 掲書:41)。 在

日の現在世代では採用拒 否な どの形で企業 の労働市場 自体か ら排 除され ることはほぼな

い。 しか し、面接の場 におけるコミュニケーシ ョンの中で、企業側の人間が持ち出す、あ

るいは無意識に依拠 している、「われわれ 日本人」か ら在 日であるがゆえに暗示的に排除

される とい うレベ ルでの排 除に注 目す る必要がある。このように 「排除」を日本社会の歴

史的に正統で 日常的な構成員であるがゆえに問題 なく企業組織の一員 となるべ き 「われわ

れ」(現 状では、 この 「われわれ」は一般的に 日本人を意味 している)で はない者 として

位置づ けられるこ とと考 えた とき、その危険性 は現在 も十分 にある。これは現在 も日常的

な社会関係において時折経験 される排除だからである 梱。普段なら笑い飛ばすこともで きる

131佐藤に よれば、差別 を論 じるこ との困難は、「関係モデル」には十分に体系的な規範理論がい まだ

存在 しない ことが原 因 となって いる。 フェ ミニズムにおけ る家 父長 制の ように、個 別の領域で は関係 の問

題化 を行 える理論が あるが 、普遍 的な理論 と言 えるもの は存在 しないという(佐 藤2005:34)。 本稿 の段 階

は、個別の領域での関係の問題化 を目指 した ものであ る。

131在日に 「日本語が上手」であ るとか、 「それでは韓 国語が で きていいですね」 な ど、昨 日今 日来 日

した外 国人 と見なす ような言葉 をか ける 日本人は少 な くない。 この場合 に排 除の意 図はな くとも、社 会の

歴史的 な構成 員であ るとい う正統性か らの排 除が生 じている。 また、現在 で もまれ に明確 な排 除 と してア

ルバ イ ト応募拒 否や入居拒 否に出会 うこ ともあ る。 多 くの在 日は、在 日であ るこ とが 、一般的 には良いこ
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マジ ョリティの偏見や無知 との遭遇も、就職活動では深刻な問題 として迫って くるものだ。

本稿では、就職活動、 とりわけ対面的場面 と しての就職面接 を考察す るとき、「われわ

れ」か らの排除の危険を回避 した り、転換 した りするための 自己提示 と、そ こで生 じるコ

ミュニケーションへの視点を設定することにしたい。

2就 職差別の時代的変化と新たに生じた自己提示の文脈

2-11990年 代後半頃に見 られる差別の残存状況

本章では、具体的な就職活動 の場面で課題 となる自己提示 とコ ミュニケー ションの問題

に注 目する視点を論 じる。在 日が一体的で問題の ない関係 を前提 とした 「われわれ(日 本

人)」 の円滑な成立に問題 を生 じさせ る存在 としてみなされる危険性 を持つ とすれば、そ

れに対処す るにはどのような戦略が考 えられるのか。 まずは少 し時代 を遡 り、時代状況 を

押 さえてから、在 日の就職活動の現在的問題に接近 したい。

この節では、大阪府教育委による 「在 日外国人生徒進路追跡調査」(2000年 、以下、「追

跡調査」)か ら、1990年 代後半の差別状況、特 に差別体験の 自由記述 か ら具体的な問題状

況を見ておこう。 この調査 は1995年 か ら1998年 の4回(4年 度)に 渡 り、大阪府公立高校

の入学時で学国籍であった生徒 に、卒業後4年 経 った時点での進路 ・就職状況を追跡 した

アンケー ト調査 で、2024名 の回答を得 た。進路や就職の時期 に日本名への変更 も民族名へ

の変更 も多 く、特 に日本名へ の変更理 由は 「就職のため」が非常に多い こと、「同胞系企

業」への就職が大卒では約1割 で過去 に比べて減少 していること、日本企業に就職の場合、

大卒(該 当者 は約110人)は 民族名使用率が相対的 に高いこと(20。8%)、 また、日本人マ

ジョリテ ィとは就職先規模 における格差が残 ってお り、在 日は零細企業の割合が相対的 に

かな り高いことな どは本稿にも関連す る調査結果である。

そ して、前世代に比べる と飛躍的に日本企業への就職が進んでいるにもかかわらず、実

際は様 々な差別的現象 を経験 した者が存在す る。「就職差別、あ るいは就職差別 と思われ

るような行為を受けたことがあ りますか」という自由記述欄には多様 な回答が寄せ られた。

質問紙が 「就職差別」 を定義 していない こともあ り、様 々なレベ ルの差別に関す る体験が

記入された。全体の約1割 、大卒者の約3割 が就職差別にあっていると集計 した新聞記事

とで も、語 りうる ことで もない こと、悪 くすれば差別行為 の対象 であ り、良 くて も怪 言牙で不可解 な異化 の

対象である ことをマ ジョリテ ィの視点に立 って熟知 してい る。
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もある(朴2004)が 、実際 には自由記述の単純な集計は不可能である。試みに分類すれば、

詳細な記述がなされているこ とで客観的な判断が可能で、採用過程での採用拒否が確かに

生 じた とわかる記述が20件 、客観的には判断できないが当事者が主観的に強 く断定 してい

る記述が20件 である。最 も多いのは、差別の グレーゾー ンについての記述である。「断定

で きない」 とか、 「自分は差別だ とは思いた くはないが」 と述べ たうえで、具体的体験か

ら 「や っぱ りと思 った」、「もしか して」、「(差別が)あ ったと思 う」の ような気持ち を述

べ ている。現在の潜在化 した差別を問題化す ることの難 しさがわかる。

2-2就 職面接で生 じていた排除の(デ ィス)コ ミュニケーシ ョン

体験の記述か らは、企業と在 日の若者の対面的なや りと りの様相 も垣 間見ることができ

る。多数の人の差別経験 として、国籍を理由とす る採用拒否(内 定取 り消 しもユ例存在す

る)が 告げられた り、国籍がわかったとたん態度が変わるのが見えた り、帰化すれば採 る

と言われた りしている。例えば、「履歴書 に外 国籍 とあるのを見て、その まま放っておか

れた。説明 しようとしたが、全 く聞 きいれて もらえず、『外 国籍の人はダメです』の一言

で帰された」、「求人票 を見、電話 にて採用があるか確認 を採った上で、面接 にい くと、快

くもて なして くれたが、履歴書に目を通 したとたん、表情 を変え 『今の ところは採用がな

い』 と採用 を断られた」、「謀一流商社 グループ企業の採用試験で、4次 面接に残 り、本社

重役 との面談で冒頭 に 『帰化 し日本 国籍に変える気 はないですか』 と問われ、『ない』 と

答えた ところ、面接はす ぐに終 わ り。結果 も不採用 となった」などである。

「関係モデル」(佐 藤2005)を 念頭に置いてみる と、上記の記述の場面では、「国籍」 と

い う在 日性 の符号 の意味を扱 いなが ら、「われわれ」の線引 きが起 こる非対称な関係があ

ると考 えられる。 なお、結果 として 「就職差別」(採 用拒否 とい う人権侵害)も 付随 して

いる。 これ らの例 では、「国籍」が何 を意味す るのか、なぜ国籍が拒絶の理由 とな りうる

のかは、説明されることはない。何 も問題な く 「われわれ/日 本人」 として通用 していた

はずの相手の国籍がわかった とたん、なぜ 「ダメ」なのか、なぜ帰化すれば、「ダメ」で

な くなるのかな どの説明は普通なされない。 また、なされたと して もそこで異議申 し立て

が有効 に行 える とは考 えに くい。 こうした場面は、 とにか く在 日だか らダメなのだという

結果が了解 されるに至 るコミュニケーシ ョンの場面 と考 えられる。在 日の側か ら 「説明す

る」余地は確保 されていない。仮 に対等な関係 というものがあれば、なされたか もしれな

い対話が決 して されない場面である とい う意味で、逆説的な意味の 「対話」、デ ィスコミ

ュニケーションとい うことができる。対話がこの場ではで きないことが両者に了解 される、

京都社会学年報 第17号(2009)



118 孫 ・片 田:「 在 日で あ る 自己 」 をめ ぐる コ ミュニ ケー シ ョンの 現 在

通 じない ことが通 じるためのコミュニケー ションである。この ような暗黙の(デ ィス)コ

ミュニケーションは排除のカテ ゴリーと社会関係の再生産の場面である。

さて、「追跡調査」 か ら現在までに、差別の減少はさ.ら.に進み、現在では露骨 な排除が

表面化するこどはほぼなくなった。それでは、就職活動は どの ような社会的場面となって

いるのだろうか。

2-3「 就職差別」 という問題化枠組みの限界 と新 たに生 じたコミュニケーションの課題

様々な被差別当事者、特 に部落解放 を目指す運動や実践 に関わる人々の運動によ・り、民

間企業の就職差別は問題化 され、状況は長 い時間をかけて徐 々に改善 して きた。特に1990

年代後半には、本籍地や家族状況 を書かせ るような応募用紙や履歴書 の撤廃が進み、この

ような履歴書の使用はほぼな くなった。現在は、面接の最終段 階で本籍欄が設けられた履

歴書への記入 を求め る陰湿なケースが ごく稀にあるのみである。在 日に関 して言えば、企

業は採用前に応募者の国籍を知る術がなくなったので、在 日であることを名のらない(意 識

的/無 意識的に、身元隠 しを実践する)限 り、採用前の差別は不可能になったのである 剛。

もちろん、日本社会の市民社会の成熟 に伴 い、差別は許 されないという規範が浸透 したこ

とも大 きい。だが、加害企業側 の法的責任や行政 など公的主体の積極 的関与 を実現するま

での社会的コンセンサ スが築かれた とは言 い難い状況がある以上、実質的には、履歴書か

らの本籍欄削除が差別激減の重要要因であった と推測 される。上述の 「追跡調査」はまさ

にこの過渡期にあた り、 自由記述 には、国籍 を問題 とされた事例や 「すべ ての履歴書 に国

籍欄 〔=本 籍欄〕があった」 ことの不当性 を訴える声 と、自分は採用 まで国籍が暴かれ な

かったという事例 とが混在 していた。

この ような変化 を受けて、従来の 「就職差別」 という問題化枠組みが想定 していなか っ

た、新たな状況が生 じて きた。国籍を理由に門前払いされることが、(少 な くとも表面上)

完全にな くなった以上、 自身が在 日であることを明 らかにす るか、 しないか、いかなる方

法でそうす るのか を選択 し、実践 しな くてはな らない。以前は、在 日は労働市場の外部へ

排 除される存在であったため、この ような自己提示の問題や葛藤 はご く少数の経験であ っ

た。いわば状況が一歩前進 して、新たな課題に焦点 を当てる必要が出て きた。

当然ながら本稿 は、陰に潜んだ就職差別の存在やその是正の重要性 を否定するものではな

い。1990年 代末にも、関西で 日本弁護士連合会が把握するところとなった露骨 な差別事件が

〔の もちろん、エ ン トリー シー トの段 階で民族 名学生 をはね ることや、採 用後 に国籍が明 らかにな っ

た後に人事上の影響がある ことは、おおい に考 えられ、実態調査が課題であ る。
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起こっているし、就職差別の潜在化 ・残存を論 じた朴(2004)は ある女性が2002年 に自分が

差別的な理由で採用 されなかった事実を偶然知って しまったケースを聞 き取っている(%

だが、人権侵害 としての就職差別 とい う視点に生 じている困難 として、差別の タブー化

が進んだ現在、差別的な扱 いは通常表面化 しなくなったため、論証が非常に困難になった。

もともと採用に至る選考過程を明 らか にす る必要がないので、就職差別は本来表面化 しに

くい性質がある。例 えば、安全牌の学生を選ぼうとす る面接官 は、 自身が在 日の学生 を無

意識に忌避 した として も、その事実を自覚する必要 もないか もしれない。

また、被差別の側が差別 を告発するには大 きな負担が伴 う。それ どころか、差別を認識

すること自体が忌避 される可能性 もあ る。現象学的社会学から差別を論 じる郭(2006)は 、

人は 「自分が遭遇 した苦境 を差別 として解釈すれば、自分の今後に人生においても同様の

ことが起 こりうることを認め、……不条理で憂欝な困難 とともに人生 を歩 まねばな らない

ことを認めることになる」以上、被差別者の側が差別を否定する事態は よく起 こる と指摘

している(郭2006:43-44)。 これ らの点で、従来的な 「就職差別」に依拠する視点には限

界がある。

そこで、本稿では 「就職差別」の問題化 とは異なる接 近方法を探 ることにした。就職活

動 を〈在 日であること〉の含意をめ ぐっての 自己提示 とコミュニケーションの場面 として

捉 える視点である。次に、そのような場面における当事者の戦略 について考察する。

2-4解 放の戦略 としての身元隠 しとカミングアウ ト

昨今の巷の就職活動マニュアルなどでは、就職活動 は学生が学校世界か ら踏み出 し、は

じめて裸の人間性 を試 される機会であるとか、生 き方についての思考 を重ね、社会の中で

の自己実現 を見つける経験であるとか言われ る(森2009)〔5[。 就職活動は自己や生き方の

探究であるとされ るのである。通常そこでは、能力主義や実力主義が強調されることはあ

ま りない。 しか し、こと差別 という厄介な問題が浮上するとき、 ときに切札であるかのよ

1511998年 にフ ジパ ン(株)に 民族名で受験 した短 大生に 日本名の強要が 行われ、 これ に応 じなかっ

た同学生 を不採用 と した事件 で、企業側 は後に差別 を認 めた。 また1997年 に(株)銭 高組へ学内推薦 され

た朝鮮籍大学生が国籍 を理由 に受験機会 さえ認め られ なか った(日 本弁護士連合会2001)。 朴(2004)の 事

例 は、知 人に紹介 された会社で、社長の 「あっちの人はなんか問題があ ると集 まって騒 ぐか らだめだって」

とい う強 い意見で採 用 に至 らなか った経 緯 を、後 に知人 を介 して本 人が知 る こ とに なった ケースで ある

(ヰト2004:109)。
醐 就職活動 におけ るオー ソ ドックスな質問 は、「あなたの大学生活」、「あなたは将 来 どんな自己実現

をしたいか」、仕事 を通 じて 「日本 とい う国にいか に社 会貢献 をす るか」 な どについて、具体性 のあ る 「自

分の言葉で」 語る ことが求 め られ る。 だが 、この ような問いの答 えはマニュアル化 され ているので、 人材

を見極めるために、面接 では他に非常に多様 な質問事項が繰 り出 される(森2009)。
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うに能力主義や実力主義が突序 として浮上す る側面があることに注 目したい。就職面接に

おいて被差別の社会的カテ ゴリー(ア イデ ンティティ)へ の言及が場違いな もの と感 じら

れるのは、企業 という営利 目的の活動組織における合理性や能力主義の規範が参照 されて

いると考 えられる。 自身が在 日であるとか被差別部落出身であるとかい う話題 は、能力に

関係 ない という理由で、不適切 な話題 となる。 だが この基準はかな り恣意的(差 別的)な

ものである。近年の就職面接で企業は、学生の意表を突 くような、就職に何の関係がある

のか と思わせる多種多様な質問を投 げかけ、人材 を多角的に見極め ようとす る。学生の人

物や考え方、個人史 を表現す るような多様な話題は適切な話題 として承認されている。能

力主義はいわば建前で、人格や人物の確か らしさ、望 ましさも同様に重要なのである。面

接の場で 「在 日」や 「部落」がなぜか否応な く場違いな話題(言 うべ きでないこと〉 とな

るの は、それ らがそれ 自体、被差別の人々、 タブーである人々に関する話題であるか らと

考え られる。

そ して、その不適切性(タ ブー)を あえて破 って挑戦す るとい う姿勢には反社会的なニ

ュア ンスが読み取 られる側面がある。部落差別を論 じた野口(2000)は 、部落差別の 「解

放の戦略」 として、「身元隠 しの戦略」 と 「誇 りの戦略」 を対置するが、マジ ョリティの

差別的価値観の転換 を可能 とす る 「誇 りの戦略」が、「就職の面接 時などの力関係 の差が

ある状況」では逆効果 とな り、「反抗」 や 「秩序 を乱す危険分子」 とみなされて しまうと

指摘 してい る。常識的な価値観 を持 った経営者 にとっては、身元隠 しをする部落出身者の

方が理解 しやす く、与 しやす いと考えられ、「誇 り」 を語 った者 は 「なぜ わざわざ、言 わ

な くて もいい もの を言 うのか」 と怪言牙に思われ、 「語 ることの意味が伝 わ らない」(野 口

2000:259)a

一方で、身元隠 し17)が 唯一の最善策 なのかどうかを改めて考えてみ ると、そ もそも身

元隠 しは万能の戦略ではあ りえない。野口の指摘 によれば、身元隠 しが可能となる条件は

(7}身元 隠 しとは
、 ゴフマ ンのステ ィグマ論のお けるパ ッシングの訳語 と され、何か後 ろ暗 い ものを

隠す というマ イナ スの ニュア ンス に対 して、他者か ら与え られ るア イデ ンテ ィテ ィを黙 って受 け入 れるの

ではな く、積極的 に操作 ・提示 ・主張す るとい う側面 も込め られてい る(野 口2000=242)。 もっ とも、積極

的で あれ消極 的で あれ 、それ は被差 別者の側だ けに不 条理な負担 を伴 うものであ る。 野口は、部落 問題の

場合 は、出身地や親 の職 業が話題 になる とき、あ るいは 「ひ とごと」 として部落 問題 が話題 になっている

ときでさえ、ス テ ィグマ を貼 られた人は態度決定 を迫 られ、 どのよ うな態度 をとるに して も今 までの関係

がそれ によって変化 する可能性 が高い と述べる(前 掲書:244)。 本稿が在 日と部落差別 を同様 に論 じる点 に

つ いて、当然両者では個別的 な問題状 況は異 なる ところ もあ る。「エ スニ ック ・マイ ノリテ ィの場合 に解放

の展 望が多様性 の強調や異質性 を認め合 うことに求め られる」 こ とが多い のに対 し、部落 の場 合に はそ う

した明確 な異質性 がない ことが指摘 され る(前 掲書:255)。 だが、在 日の場合 にも、恣意的 な基準 による他

者化 の結果、排 除の対象 と しての 「外国 人」化 が起 こるこ とを考慮すれ ば、異 質性の 中味が恣意的 に構築

されるこ とにおいて部落差別 と何 ら変わ りない側 面がある。
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他者に依存 しているという危 うさがあることに加えて、ある事柄にステ ィグマを貼 ること

自体を放っておいて身元調べ をしないでお こうとされる とき、差別的な価値判断(ス テ ィ

グマ)は 手つかずの ま ま残 り、 当事者 に とって無視で きない危 険であ り続 ける(前 掲

書:250)。 また、身元隠 しが成功 しているときに、第三者に向けられた差別を傍観する立場

に立た されることに苦 しみ、 自ら離職するケース も存在 してきた(大 阪府教委編2000)。

身元隠 しの貫徹 は、既存の関係性の再生産に対 しては無力である。

在 日の就職 において、身元隠しの余地が ようや く確立 された現在、それは非常に重要な

戦略であることは言 うまで もない。だが実際、それは唯一の戦略ではな くなっている。民

族名 という記号によってカ ミングアウ トしつつ も、極力そのことに触れさせないようにし

て就職活動 を行 う場合か ら、在 日である 自己に言及す る方法を戦略的に組み立てる場合ま

で、様 々なバ リエ ーシ ョンがある。本節では、企業の合理性や能力主義の規範は、その

「合理性」 を無視 してきた差別 を繰 り返す ためだけで な く、被差別の カテゴリーを持つ 自

己に関わる話題をステ ィグマ化するために参照 される点を確認 した。次章か らの事例 を通

じて、身元隠 しが選択 されない(で きない)場 合に、在 日の若者たちの 自己提示 と新たな

コミュニケーションの状況は、差別の克服への道筋 とな りえているのか、そこには どの よ

うな問題状況が見えるのか を明らかにしたい。

3事 例1 ・自分を就職活動にしっかりとぶつけて

この章か らは、2006年 以降 に就職活動を行 った在 日3世 の10人 への聞 き取 りの中か ら、

2人 の事例の生い立ちや家族背景、就職活動の全体像 と自己提示の特徴 を示 し、考察する

ことに したい。聞 き取 りでは、 自己PRや 志望動機などの企業 との対話の中で、在 日である

自己を企業に対 して どのようなものとして示そうとしたか を質問 した。聞き取 りはすべて

2時 間以上に渡 り、就職活動の具体的事項については筆者が質問 し、答えて もらう形式で

行ったが、抽象的な内容についてはで きるだけ自由な語 りをして もらった 囲。 それぞれの

学生の就職活動に、在 日であることが どう影響 し、実際 に企業 との間にどのようなコ ミュ

ニケーションを しようとしたかは、学生の家族背景や大学生活 を反映 して多様であった。

本章と次章の事例は、在 日としての自己提示の方向性や、企業 との コミュニケーシ ョン

卿 語 りの記述で、 〔 〕 は筆 者に よる補い、()は 語句の意味説明、 「…」 は発話の 間に沈黙が あ

った こと、 「… …」 は一部の語 りを省略 したこ と、「(笑)」は発話の途 中や直 後に声 を出 して笑 った場合や 、

声 に笑 いが滲 んで いる場 合 を示 した。 なお、在 日は 自身の アイデ ンティテ ィな どに関連す る言葉 におい て、

「韓国」 を使 う場合 も 「朝鮮 」 を使 う場合 もあれば、他の場合 もあ るため、 本人の言葉に忠実 に記述す るよ

う努め た。
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に向けられた意識、差別の現実認識、そ していわゆる就職活動の結果などのい くつかの点

で対照的である。本章の事例、Lさ んは、京都の有名私大A大 学の学生で、在 日3世 の女

性である。名前は姓だけでな く下の名前 も、読み方の上でも日本的ではない民族名である{9)。

企業へのアピールではよく韓国に留学 した体験 と韓国語 を身につ けた努力を話 した。調査

時点 で、大手旅行会社 に内定 を得て、気持 ちはほぼそこに落 ち着 いていな。 インタビュー

は2009年7月 に行い、飲食店で約2時 間半行 った。筆者はLさ んを知人か ら紹介 して もら

い、ほぼ初対面の間柄であった。

3-1生 い立ちと大学生活

Lさ んの名前 はは じめか ら 「韓国名」(民 族名)で 、韓国系民族学校の教師を していた、

韓国語 に堪能な母親がつけた。韓国語での響 きの きれいな名前である。両親 にはあるが、

Lさ んには通名 はない。父親は学歴が高 く、建築士 として働いていたこともあるが、両親

は現在、親戚が創業 した飲食店関連会社の支社 を経営 してい る。姉は皆、 日本の有名大手

へ就職 した。おおかたが 日本籍 に変えた親戚の中でLさ んの家だけが韓国籍の ままだ。長

男方 で途絶えたチェサ(法 事)も 、数年前か らLさ んの家独 自の もの として復活 させた。

子 どもの教育 に熱心 に関わる家で、姉妹は皆バ レエ を本格的に習 った。皆 「一 回ずつ」、

小学校で名前のことでい じめ(偏 見や排他的な意味づ け)に 合 う。 しか し、必ず母親が相

手の両親を家に呼んで、 どういう教育 をしているのかと毅然 と怒鳴 りつけることか ら、L

さんが笑って話す とお り、必ず 「一回だけ」で終わった。Lさ んは当時母から 「こんなに

いい 〔韓国の〕名前」 に誇 りを持つ よう言われた。小 さい頃か ら 「人のために役 にたつ こ

とが大好 きだった」Lさ んは生徒会議員 をず っと努めた。当時、政治家にな り、「私はい

つか国民 を助けるんだっていう思い」でいた時期 もある。

大学生活は、最初バ レエが中心だった。 プロは断念 していた ものの、受験 に邪魔 されて

いた分大学で打 ち込み、イギ リスに短期間バ レエ留学 したこともある。やがて韓国に留学

を決め、熱心 に韓国語 を勉強 した。韓国では韓国語最上級 クラスを卒業 した他、現地企業

のイ ンターンや、現地の幼稚園の先生 をす るアルバイ トなど、様 々な体験 にチ ャレンジし

1'一 般 に、朝鮮 語読みす ると異 質(非 日本で ある)性 が際立つ ため、就職活動で は障害(ス テ ィグ

マ)が 高 まる。マ ジ ョリテ ィは(「 車」や 「池」 な どの)朝 鮮 式の姓が 日本語読み された とき、 日本人の名

前 と勘 違い してい る場合 もあ る。 また、一般 に姓だ けで な く、下 の名前 も朝鮮(韓 国)語 読 みで 名乗 る

人 々は、民族 学校 や民族 団体 に参加経験 の ある人が 多い。 なお、 日本語 で名付 け られた下 の名前 を朝鮮

(韓国)語 読み したものは、朝鮮(韓 国)語 の名前 と してはおか しな語感 と意味 になるこ とも多 く、在 日特

有の名前 とい うべ きものであ る。
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た。今、Lさ んは母が している 日本人女性たちのための韓国語教室を手伝 うこともあ る。

また、都米 した親戚がいた り、国際的な雰囲気のあ る家である。姉が転職を契機 に 「海外

放浪」 していることもあ り、Lさ んも海外に数回行 った。今度 も、今姉がいる韓国で夏休

みの滞在中になかば記念受験 として韓国で1社 受験 しようか とも思 っている。

3-2-1就 職 活 動 の 概 要

Lさ んは、2008年 の10月 ごろか ら活動 し始め、大手の電機メーカーを中心 に多 くの企業

で高次の面接 に進んだ。 しか し、当初強 く志望 していたメーカー業界ではいつ も最終の一

歩手前で落ちて しまった。結果的に1社 だけ受けていた旅行会社から6月 に内定 を得たが、

じっ くり考えてみるとその仕事が 自分に合 っていて、や りがいがあ りそうだったので、就

職活動 を一応終えた。エ ントリー シー トを出 した企業は50社 以上、面接 に呼ばれたのが20

社程度である。先に卒業 した同期の友人たちの 「〔就職活動は〕楽勝」 という声 を聞いて、

Lさ んもタカを くくっていたが、蓋をあけてみれば予想外 にエ ントリー シー トが落ちてい

て ショックだった。そ こで、4月 か ら就職部に通い詰めて猛烈に学び、残 っていた大手企

業 に片 っ端か ら応募 して必死に追い上げた。Lさ んの内定時期や内定数は、周 囲に比べて

良い とも言えないが、決 して悪 くはない とい う。

3-2-2在 日である自己の提示

よく行った志望動機の語 り:企 業への志望動機では韓国留学の体験、そ してその体験か ら

導かれる日本企業 との関わ りを次の ように語った。 まず、面接で よく言った 「したい仕事」

についての 「3本 の軸」 として、国際的な仕事、人の役にたつのが大好きなのでお客 さんの

近 くでできる仕事、そ して、海外に留学 したか らこそわかる、 日本の良さを伝 える仕事であ

る。 よくこなれた話 し方は、面接でのインパ ク トのあるアピールを伺わせた。

も と もと、す ご く、 日本 の文 化 とい うか 、海 外 に留 学 したか らこそ 見 え る 日本 の良 さって い う

のが 、技 術 力 で あ った り製 品 の 質で あ っ た り、サ ー ビスで あ った り… … 日本 の 良 さ を伝 えて い き

た い って思 い が あ ったか らこそ、 メー カー志 望 だっ た んです ね 。特 にや っ ぱ り、私 は 韓 国 にい た

んで 、電機 製 品が 多い じゃない です か、 韓 国は。

「韓国人」 である 自己の開示:Lさ んは、面接 で も自分か ら 「韓 国人」 であることを口

にする。大学時代に頑張って きたことという必ず聞かれる質問に対 して、韓国留学の体験
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や現地でチ ャレンジして学んだことなどを述べ る際 に、その前置 きとして、「自分が もと

もと韓国人であって、 自分のルー ッをもっと知るためには、韓国語を勉強することと韓国

に行 くことだが大事だ と思っていた」ことを話す。Lさ んの方 もそれ以上掘 り下げること

もない し、企業の方で もこれ以上この話題につっこんで くることもないのが普通であった。

だが、会社 によっては、さらに聞いて くる場合もあった。

ある大手商社では、Lさ んが在 日についてどう思 うのかを詳 しく聞いて きた。 だが、そ

れはLさ んの ことをもっと知 りた くて聞いて くれた感 じで、嬉 しかったという。他方、別

の企業では、「昔 日本悪いことしたよねえ」 と、振 られてやや慌てた。Lさ んは、「まあで

も人間はち ょっ と間違い犯す ものですか ら。で もこれか ら一緒に考え合っていければいい

と思 います」な どと言 ってかわ した。 このように 「ネガティブなこと」を言われたことは

あったが、それが 自分 自身 につ いての ネガティブなコメン トであ るとい う感 じはしなかっ

た。他に、ある企業では、履歴書 を良 く読んでいなかったと思 われる面接官か ら、「それ

ではあなたが一番楽 に話せるの は、韓国語、英語、 日本語の うち どれですか?」 とい う質

問を受け、本当にびっ くりしたことがあった。

「今は国籍 も名前 も関係 な く、 中身をみて くれる」:Lさ んは、在 日であることで不利

になる、な らないなどと意識 したこともない ぐらいだった。 自分の中身を見て くれるはず

だと自然 に思っていた とい う。民族名であることで就職部に相談するような発想 もなか っ

た。就職部の人か ら逆に尋ね られ、「全然そんなこと思 ってないです」 と応えて驚かれた

ほ どだ。在 日に対す る就職差別やそれ に類す るようなことがある とは考えていなかった。

「私は楽観的だか らか知 らないんです けど、全然、差別を受 けるってい う意識は全 くなか

ったですね。 むしろ別に、そんなこと関係ないみたいな」。

今後就職活動 をす る在 日に何か助言で きることがあ るか と尋ねた際 にも、国籍や名前は

「もう全 く関係ない」 とい う考えを語っていた。

も う、 海外 に出 て しまえ ば、 ほ ん とに 、人 種 の るつ ぼ って い う ア メ リカで もそ うだ し、 韓 国で

もす ごい 多 国籍 に な って きて る し、 も うい ろん な 国で 多国 籍 で。 で 、 だか ら、 あな たが 何 人 だか

ら ど うだ っ て い うの は全 くない と思 うん で、 も うみ ん な、 そ の 人の個 人 と しての 中 身 を見 て くれ

て い るか ら、 うわべ 上の 名前 であ った り国 籍 に捕 わ れ なる こ とはない です よって 〔伝 えた い〕。

「世界 につ ながる仕事 に」:採 用された旅行会社 の面接 では、その会社が旅行は平和産

業だ と言っている点 について、「自分 も世界 中の人がみんな仲 よくなれればいいな」 とい

う願 いを持 っていたこと、「旅行 を通 じて もっと多 くの人が違 う国の人々に親近感 を持 ち
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親 しみ を抱 くようになって もらいたい、そのために一般の人が もっと親 しみを持 てる企画

を作 り出 し、旅行 を通 じて影響を与えたい」 という思いを話 した。 この企業 に決めた理由

について、Lさ んは 「〔筆者が尋ねた ような〕在 日だか らどうこう」 とい う思いは念頭に

なかった。「この会社では国籍は本当に関係がな く」、他に民族名の在 日の学生が一人採用

されているのを見つけたことか らも、ここは 「在 日だか らどうこうってい うことはない」

会社 という印象 だった。Lさ ん自身、「在 日として」 というより、韓国や海外での経験が

ある自分 をここで生か したい という言い方の方が ぴった り来そうだ。「別 に在 日だか らど

うこうしようってい うのではなくて、まあ韓国がす ごく好 きだか らこそ、韓国についての

企画 とかプランをつ くれた らいいなあ と思った り、韓国語を活か して、向 こうの支店に移

っていけた らいいなとい うのはあ ります。」 もっとも、「韓国に関わることに限らず、それ

がすべての世界につながる仕事だったらいいな」 という思いでもいる。

就職活動への習熟:こ うしたLさ んの就職活動の影には並 々な らぬ努力がある。 自分が

特 に苦労するとは思っていなかったLさ んが、その予想 を裏切 られ、就職活動の手 ごわさ

に気づ いたのは、既に内定者 も出ている春頃だった。そこか ら、大学の就職部に足 しげ く

通 い、就職活動の地道 な作業に打ち込んだ。次の ような語 りか ら、その努力がよ く伝わる。

やや長いが、昨今の就職活動のあ りようもわかるので引用する。

まず 最 初 に悩 ん だの が 、 なぜ エ ン トリー シー トが 通 らない の か って い う点 に悩 ん で。 ず っ とそ

れ まで、 まわ りの友 達 が卒 業 しち ゃ って た こ と と、 独 自的 に 自分 で 頑 張れ ば で きる と思 って い た

タ イプだ っ たの で、 何 も まわ りに相 談 しなか った んで す ね。 で も、 こ の ま ま じゃ、 たぶ ん もう見

えな いか ら、 自分 で何 を して も。 じゃ、 もう人 に 聞 くしか ない な と思 い始 め てか ら、大 学 の キ ャ

リア セ ン ターの 人 に毎 日訪問 して、 毎 日エ ン トリー シー トを添削 して もらっ て、 何 が悪 い のか を

聞 い た り して 、 や っ と、 ま と もなエ ン トリー シー トが 書 け る よ うに な っ た こ とで 、 そ うで す ね、

4月 か ら出 した エ ン トリー シー トは ほ とん ど通 っ たん です け ど。 そ の あ と、 面接 が なぜ 通 らない

の か、 につ いて また 自問 自答 し始 めて(笑)、 それ もキ ャ リア セ ンターの 人 に聞 きに い きま したね。

ど うい う例 があ っ て、 何 を求 め て るの か って 。 そ れで 、私 の 場合 、 た ぶ ん 自分 の意 見 は はっ き り

して るか ら、 あ とは企 業研 究 だ よって 言 われ て 、 たぶ ん志 望 動機 が 弱 いか ら落 とされ て るん じゃ

ない か なっ て言 わ れて か ら、 志 望動 機 を 考 え るた めに 、 もうほ ん とに ず一 っ と企 業 ホ ーム ペ ー ジ

を見 た り、新 聞 をあ さ り ま した ね。 で 、 それ をや った お かげ で、2次 まで は い け る よ うにな った

ん です け ど、 最 後 の一 歩 が ど う して もあ れで した ね。 そ れ はたぶ ん 、 自分 と企業 との マ ッチ ング

が だめ だっ たん だなあ 、 と思 う ように して ました。
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3-3考 察一 韓国と世界につながる人材 として

Lさ んは 自己PRな どで、韓国語や韓 国への思 いを語った。あるときには 「名前の こと

でい じめ られた」体験な ど、在 日な らではの生い立ちを話 したこともある。こうした自己

提示 はLさ んの意識的/無 意識的な努力によって、企業側 にとって理解可能で、受 け入れ

やすい コミュニ ケーシ ョンとして差 し出されていたと考えられる。身元隠 しではな く、在

日であるこ との思いや 自己肯定を就職面接の コミュニケー ションの文脈(コ ンテクス ト)

の枠内に含 ませ たのである。以前 はその場 にふさわ しい話題から排 除されていた事柄 を、

その文脈で語 りうることへ と移動させ、在 日であることを就職活動の文脈でコ ミュニケー

ションの対象 としようとした。

この ような自己提示の鍵 として、Lさ んがく在 日〉をく韓国人〉に接近させて語ったこ

とが考え られる。それは就職活動の戦略 とい うよ りは、Lさ んの 日常の 自然体であ り、 日

常的 な無意識の戦略である 〔且o)。実際、在 日の存在 を忘却 して きた 日本社会において 日常で

は、「民族名」 というより 「韓国名」、「在 日韓国人(あ るいは朝鮮人)」 とい うより 「韓 国

人」 と言 った方が、理解 されやすい。 また 「朝鮮」 と比較 したとき、スティグマの大 きな

差があることは言うまでもない。Lさ んは在 日を韓国 と行 き来する存在であ り、韓国 さら

には世界 という国際的な舞台に生 きる存在 として提示 した。 〈韓 国〉の強調 を通 して、そ

の 自己提示は、積極的な身元明か しに も関 らず、実際にも企業側 によってそれほどズレな

く了解 されていたのではないだろうか。Lさ んは大手企業の面接で多 くの場合かな り上の

段階 まで残 されている。企業の求める 「コミュニケーシ ョン」がある程度成立 していた証

拠である。「企業研究 も申 し分 ないし、熱意がす ごく伝わるアピールだったよ」 と、面接

官に言われたこともあった とい う。

なお、Lさ んは在日であることが不利や 「ネック」になると考えなかった と語った点で、

10人 の事例の中ではほぼ唯一であった。だが、Lさ んは、ある在 日の友人の姉が旅行会社

で働いていて、 日本名にす るよう要求 された話や、その友人 自身 も日本名で就職活動 をす

るのだ という話 を聞いていた。そ うした現実があることを知ってい るのである。「差別が

ない」 とい う認識 と、差別的なことに負けないような生 き方を自らに課す ことは、必ず し

qOl在 日が カ ミングアウ トの際や、在 日である ことの具体 的な経験 を(マ ジ ョリテ ィに)伝 えると き

に、 韓国や韓国 人 とい う表現 を選択 する ことはよ く起 こる。 会話 の中で過去 には 「朝鮮」 とい う言葉が入

って いた個所 に 「韓国」が入 る頻度が現在 までに圧倒 的に増 えた背景 には、 複数 の歴史的な経緯があ るが、

日本社会 におけ る 「在 日朝鮮人」 と 「在 日韓国 人」 のニュ アンスのマ イナスの 度合いの違 いはその大 きな

要因で ある。 また在 日とい う内 なる外 国人 とい う矛盾 した存在、忘 却 された存在 を理解で きない人々 を意

識 して、語 りに くい在 日に関す る事柄 を 「韓国人」 に表現 させて語 る側面 もあ る。
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も矛盾 しない ものなのか もしれない。

〔差別 が ない と思 うの は なぜ か とい うと〕 なん で なん ですか ね。 別 に 、ほ ん とに そ うい う経 験 が

全 くなか っ た こ と と、 も う別 に 、 え、 そ うい うふ うに 育 って きたか ら、 も う全 くそ ん な不利 にな

る とか 思 っ た こ と もな くって 、逆 に。 む しろ、 自分 は誇 れ る 部分 だ か ら全 然不 利 に な らな いっ て

思 って たか もしれ ませ ん。

逆に言 えば、彼女にとって在 日であることは(周 囲の 日本人に)「 負けない気持 ち」 と

いう形で、就職活動でも比較的大 きな要素であったのか もしれない。Lさ んは面接で 「名

前でいじめられた」体験について語った とき、本当に自分がそれを経験 しているからこそ、

面接官 に伝え られる ものがあったという。 また、在 日であることのポジティブな可能性 に

ついては次のように語 ってい る。

在 日であ っ て、 す ご くい い な と思 った こ とが 、 たぶ ん 在 日だ か らこそ 、 自分 のバ ッ クグ ラウ ン

ドとか 名前 とか 国 籍 につ い てす ごい 興味 を もって勉 強 して調 べ る ように な って 、 自分 とは何 な の

か とか 、絶 対 み んな 考 えて る と思 うんで す よ。 で 、 それ っ てす ご くい い こ とで 、 たぶ ん他 の 日本

人 は考 えて な い と思 うん で す よ。 そ うい う人 に比べ て、 たぶ ん 私 た ちっ てそ うい う背 景 とか があ

るか らこそ 、言 える深 い 思 い とか 、ぜ った い負 け な い気持 ちっ て い うのが あ るか らい い と思 うん

です。

Lさ んの事例は、民族名で就職す る、 という一部の専 門職に しか開かれていなかった選

択肢が時代状況 とともに拡大 し、一般企業に就職す る際の 自己提示の可能性が広がったこ

とを示 している。

しか し、本稿 の視点か らは、そこに潜 む排除の危険性 もまた懸念 される。2章 の 「追跡

調査」 には、今の今 まで 日本語で普通に話 していたのに国籍欄を見たとたんに 「日本語は

話せ ますか」な どと言われた場面や、「韓国語がで きない と話にならない」 などと言われた

場面への憤 りや違和感 を綴 った記述がそれぞれ数件ずつ見 られた。Lさ んは、韓国語 に習

熟する ことで、企業のニーズに対応 し、 また同時に企業の在 日への無知を反映 した期待

(韓国語話者 としての在 日)に 逆に自分 を合致 させた。Lさ んは積極的に 「在 日」 を 「韓国」

へ依拠 させ ることで、在 日としての自己提示を面接官に とって理解可能で言及が可能な話

題(そ の場 にふ さわしい話題)の 中へ と持ち込み、円滑 なコミュニケーシ ョンの中に包み

込んだ。 また、Lさ んは、「日本の良 さを伝 えていきたい」 という思 いを(自 然体で)述 べ

ている。 これは在 日(被 差別者)二 日本(常 識的価値観)に 批判的な存在であると決め付

け られる可能性への布石 として重要な機能を果たしていただろう。これを批判的にとれば、

京都社会学年報 第17号(2009)



its 孫 ・片 田:「 在 日で あ る 自 己」 をめ ぐる コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 現 在

在 日は韓 国語や韓国とのコネクションという付加価値がある ときは じめて、その付加価値

ゆえに語 ることを許 されることになる。さらに、見落 としてはならないのは、その付加価

値 は在 日をより 「われわれ」の外へ と押 しやるような性質の ものであることだ。Lさ んの

自己提示 に応答 した形で、面接官はコミュニケーシ ョンに綻 びを生 じさせるような発話 を

差 し挟んでもいる。「韓国」に昔 「日本」は 「悪いことをした」と言及されたとき、Lさ ん

の方ではそれを 「かわす」 ことで事態を収拾 した。「英語」「韓国語」「日本語」が同列に並

べ られた とき、Lさ んが(祖 父母の代か ら)ず っ と日本社会の一員 として生 きてきた とい

うことも、あるいは企業 とLさ ん とのそれ までの対話の内容 さえ も、そこに反映されてい

ない。 ここには 「われわれ 日本人」か ら微妙 にLさ んを乖離 させ るような排除の関係性が

依然 として指摘 できる。語 りうる話題への越境を達成 したかに見 えて、在 日が 日本社会の

構成員であることを無視 したままコミュニケーシ ョンが終 えられ、Lさ んの 自己提示 は有

用な 「韓国人」 としてのみ、評価 された側面があったのではないだろうか。

4事 例2一 就職活動 とぶつかる自分のこだわりを抱いて

本章の事例、F君 は、京都の有名私大B大 学の5回 生。 日本国籍の在 日3世 の男性 で、

戸籍上の本名は日本名である。民族名 に出会 ったのは、大学に入って、「留学同」(「在 日

本朝鮮留学生同盟」)に 行 ってからだ。「留学同」は、朝鮮総連系の学生団体であ り、サー

クル活動 と言って しまうにはやや政治的な活動 を行 っている。F君 は7月 の調査時点で就

職先が決 まってお らず、その後 も細 々と活動中であった。2年 に及んだ就職活動は、長い

が 「中身は全然濃 くない(笑)」 。F君 と筆者は以前か ら顔見知 り程度の関係があった。イ

ンタビューは2009年7月 に喫茶店で2時 間半程度行った。

4-1生 い立 ちと大学生活

多 くの2世 はそうだが、F君 の両親 も朝鮮語な どほぼで きない。F君 の下の名前 も日本

語でつけられている。F君 が大学で 自分の名前 を民族名で名乗 りだしたとき、両親は驚い

たに違い ない。 日本国籍のF君 は、法的な 「本名」は 日本名である。F君 の民族名は、一

家(父 親)の 帰化前の姓 と、下の名前を朝鮮語読み したものだ。この名前は制度的にはど

こにも存在 しない。だがF君 は現在では習慣的にこの名前 の方を 「本名」 と呼ぶことが多

い。留学同の活動を経て、F君 は大学やお店のカー ドなどではこの名前を使っている。

両親の学歴は高 くな く、父方の祖 父が創業 した革ベル トの卸業 を継 いで営んでいる。親
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族 も皆 日本名で生 きてお り、父方は国籍 も日本籍である。F君 が家族の歴史を聞 き出すよ

うになったのは留学同を し始めてからなので、それほど知 らないが、一世の祖父が苦労の

末に商売を成功 に導き、子 どもを皆学校に上げ、韓国に墓 まで整えられた話などを聞いた。

自分が在 日だとい うのは、小 さい時か ら知っていたが、今か ら振 り返 ると当時は何 もその

意味がわかっていなかったという。一家が帰化 をしたのはF君 が小学5年 の ときで、 きっ

かけは特 に知 らない。学校はず っと日本の地域の学校に通 った。将来何にな りたい と強 く

思 う方でなかったが、勉強は苦手だけれ ども、一つ得意な分野があ り、それを人に教 える

のが好 きだったことか ら、塾 の講師を見て、こんなことでお金が稼 げるのなら、 自分 もな

ろうと思っていた。F君 の姉や兄は既に就職 し、アパ レルのアルバイ トや契約社員 として

働いている。

大学の授業には、時期 にもよるが、「遊んでたこ とと、そ こまで学ぶ気がなかった(笑)」

か ら、面白い授業以外はあまり出ていないので、今5回 生である。 もっとも、夜勤のバ イ

トの他、留学同の活動にかなり時間を注いで きた。在 日の団体 などとは縁 のなかったF君

が留学同に来たのは偶然であ る。た また まバ イ トの先輩が留学同をしていて、F君 が自分

も在 日だ と言った ら誘われたのが縁だった。両親 はかな り反対 し、 また心 配 した。やがて

B大 学での留学同の活動を中心的に担 うようになった。次の語 りの中のアボジ(父 さん)、

オモニ(母 さん)な ども留学同に参加 してか ら使 うようになった言葉 だ。

〔親 には〕 よ くわ か らな いん です よ。 総連 が ど うい うのか とか 、 その 内実 って い うか。 そ れ を知

らなか った らや っ ぱ怖 い イ メー ジ しか な い。怪 しい じゃな いです か(笑)。 …… で も、 や って る こ

とは、飲 み 会 とかサ ー クルの ボ ッ クスで学 習 会す る とか 、 た まに ち ょっ と総 連 の大 会 に出 る とか、

そ ん な ものや か ら、 そ こ で働 い て るわ け じゃな い し、 い たっ て学 生 チ ックな こ とや って るんや で

って い うんで す け ど、 ア ボ ジは それ で もう所 詮学 生 の や る こ とや か らって 言 う け ど、 オモ ニ は ち

ょっ と心 配 して る。

「メデ ィア」系の学部 なので、実践 的で面白い授業が多 く、ゼ ミはパ ブリック ・アクセ

スに関するゼ ミに所属 した。ゼ ミの フリーペーパー をつ くる授業で、留学同の仲間にイン

タビュー して記事 をつ くった話や、紙面の広告のデザインや編集を学び、 自前の広告のデ

ザ インを持って地域の店 をまわって歩いた話などは、就職活動でよ く話 した話題だ。

4・2-1就 職 活 動 の 概 要

就 職 活 動 は 、2008年 の2月 頃 始 め た 。 面 接 に は5・6社 、 エ ン トリ ー シ ー トも10社 く ら
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いだから、まわ りに比べる と少ない。 団塊の世代が退職の時期で、噺 聞報道で も採用数は

増えていて、F君 は楽 に上手 くい くと踏んでいた。 メデ ィア系を最初に受けたのは、 まわ

りと同様、やは り 「お金がいい」 ことや 「ブランド志向」か らだが、全然受か らなかった

ので、人材派遣や広告代理店 を受けた。2次 面接以上 に進んだのは人材派遣 リクルー トの

契約社員で、これは最終面接 まで進んだが、受か らなかった。2009年 は、3月 頃か ら再開

して、5・6社 にエ ントリー シー トを出 し、面接 には3社 呼ばれた。小 さなゲーム会社、

大手IT関 連の子会社、中小の広告代理店。ゲーム会社では一度合格通知が メールで きたが、

経緯不明だがす ぐに取 り消 しの連絡が きた。最終的に一番 したいのは編集の仕事だが、出

版社は難 しいので、 どこかに一度就職 して、そこを足場 に経験 を積 んでから追求 したい と

考えている。

4-2-2在 日である自己の提示

在 日としての 自己提示への こだわ り:F君 はエン トリーシー トにも、PRの 前置 きなどと

して留学同の活動のことを書いてきた。「留学 同って言葉は書かないです よ。在日朝鮮人が

集 まっている学生団体で、ずっ と活動 してましたって 〔書 く〕」。面接で も、大学時代 にし

て きたことのアピールや志望動機の中で、必ず留学同の活動 に言及 し、 よくフリーペーパ

ーの作成体験 を述べ る。ひとつ は、地域の居酒屋 をまわって広告 を出 して くれるよう頼ん

で歩 くとき、「フォ トシ ョップ」な どを独学で覚えて上手 くな り、「広告をデザイ ンして」

と頼 まれる ところ まで こぎつ けた話。 もうひとつ は、留学同の後輩に インタビュー して、

そう した活動 に一生懸命取 り組 む学生がいることを伝える記事 を作 ったこと。 フリーペー

パーの作 成体験 は 「あ りが ちな」 だけに、話 として は伝 わ りやす く、面接官は 「ふ一ん」

と納得 して くれ るとい う。 また、志望動機では他に、紙面に しろモノに しろ、多 くの人 と

一つのものをともに創 り上げることが好 きで、それがで きる仕事に就 きたいと話 した。

「大 学 で どん な こ とや っ て ま したか」 って絶 対 聞か れ るん で、 留学 同 の こ と言 い ます ね。 留学 同

て言 わ ない です け ど… … いろ いろ 集 まっ て、 交流 とか 、学 習 会 とか をや って るって 言 うて、 〔面 接

官 か ら〕 「具体 的 に」 って 言 われ た ときに 、一 番 しっか り して る よ うな こ と を言 う(笑)。 それ を

フ リーペ ーパ ー って 言 っ た り、今 年 や った ら、そ の、8月 にや る 「サ マ ー ス クー ル(=在 日の 子

ど もた ちを対 象 と した 夏季 学校)」 でた くさん人 を集 めた りってい うの を言 っ た り。

日本名、 日本国籍のF君 を企業は日本人だ と思 うので、F君 の方か ら 「僕 も在 日朝鮮人

で、民族名 は○○○ というんです けど」 と切 り出す。最初は緊張 したが、今では慣 れた。
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「若干の覚悟がい りますけど。 よし、 よし、言おうと思って言 う(笑)。 」

「在 日朝鮮人」 とは、在 日の運動団体では一般 的な言葉だが、 日本社会一般 ではスティ

グマの強い言い方である。 しか し、F君 はあえて用 いてい る。最初の頃は印象 を気 にして

「在 日コリア ン」 と言 っていたこともあった。F君 は実家に余裕が あるわけで もな く、 と

りあえず内定が欲 しいとは思いなが らも、在 日としてのこだわ りを反映 した 自己提示 を模

索 して きた。その土台には留学同での活動がある。

わ ざわ ざ 〔在 日だ と〕 言 わ ん くて も え えん ち ゃ うか 、 ほ ん ま にた だ就 職 した い だけ や っ た ら、

他 の こ とを書 いた らええ ん ち ゃうか って 〔や っ ぱ り思い ま した〕。で も、 なんか 、今 までや って き

た こ とが 、 じゃあ無 駄 にな るの か と思 っ た し、 あ と、 他 に書 くこ とが あん ま りなか っ たっ てい う

の もある んです け ど(笑)。 だか ら自分 は留 学 同 しかや って 来 なか ったん だ なって思 った。

「自分か ら言わない と在 日が見えな くなって しまう」 二F君 は、就職差別について、在

日という存在その もの と同 じように、隠 されつつ も存在 していると思っていた。そ して、

日本国籍の自分の場合 も民族名を名乗 るの と名乗 らないのとでは、名乗 らないほうが有利

だろ うな とい う認識があった。 ただ し、F君 は実際自分が在 日だか ら落 とされたというこ

とは今 までなかったと思 っている。

〔日本 社 会で は〕 在 日朝鮮 人が どうい う存在 か って い うのが 見 え な くなっ て るの に、そ ん な、 就

職 、 そ こに 出て くる差 別 とか も、 そ りゃや っぱ り見 え な くな る って い うか。 … … 日本 国籍 で も在

日っ てわ か った ら不 利 に な る って部 分 もあ るん じゃな いか な って 。就 職 っ て い うの だけ に 限 った

わ け じゃな くって 、普 通 に 日本 にお った らあ る 〔こ とで 〕、外 国 人 って の を知 った と きに、 ち ょっ

と、 なん か、 えっ 、て 思 われ た り、 … …普 通 に 人 と接 して る場 面 で 、 たぶ ん 日常 的 にそ うい うの

が あ る と思 う んです よ。 それ が 、就 職 っ てい う場 面 で も同 じように あ る と思 う。 就職 す る と きだ

け、 そ ん な、 差 別 が ない とか 、 まあそ の企 業 に よって は もちろ んそ うい うの もない ところ もあ る

や ろ う し。 で もや っ ぱ り就職 の と きって 、 もっ と、 なん か も うち ょっ とシ ビア って い うか 、 ただ

単 に人 と接す る と きとか よ りも、 もっ と色 濃 く、社 会 で今 在 日朝 鮮 人 が ど う思 われ て るか って の

が 、見 えへ ん け ど、 実際 に はあ るん じゃないか 〔と思 う〕。

日本国籍の在 日が、 日本人だと見なされていることを、在 日が 「見えな くなる」 ことの

ひとつだとすれば、その不可視化に抵抗 していきたいというのが、F君 が就職で も民族名

を名乗 りたい理由の一つである。

自分か ら言 わん 限 り、 僕 の場 合 は、 朝鮮 人や っ て規 定 される場 面 よ り、 日本 人や っ て規 定 され

る場 面 の方 が圧 倒 的 に多 い ん です よ。 そ うい う、 自分 か ら言 って いか な い と、 日本 人 と して 見 ら
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れ る って い うか、 それ が と りあ えず 嫌 で。 … …僕 が 、 日本 人 として規 定 され るの が まず おか しい

と思 うんで す 。帰 化 す る と きに、 ぼ くの アボ ジ オモ ニ、 今 も多 分 そ うな んで す け ど、 帰化 す る と

きって 、 どれ だ け、 そ の人 らが 日本 人 にな れ るか ど うか み たい な 〔日本 人化 の 強要 の よ うな〕 こ

とが 、 あ る じゃ ない です か 。 それ が たぶ ん他 の 国 と違 う と思 う。 だか らそ うい う審 査 を くぐって

きて、 日本 か らは 日本 人 と して見 られて って い うのが、 や っぱ りす ごい 差別 的。

「通 名 」 で 就 職 す る こ と に つ い て 、 そ うせ ざ る を 得 な い 環 境 に 置 か れ て い る 限 り、 そ れ

は ひ とつ の 方 法 で あ る とF君 も思 っ て い る 。 た だ 、 そ の と き、 問 題 の 状 況 自 体 は ど う な る

の か に 目 を つ ぶ りた く な い よ う な 気 が す る の だ と い う。

就職時の名前の模索:F君 は、就職活動の ことで家族 に相談 したことはない。兄姉 は、

F君 か ら見 るに、 自分のことを日本人だ と思っているのでないか とい う。 もっとも、留学

同で在 日の知人友人の多いF君 は、近年の就職活動の事例は多 く知 っている。先輩の中に

は、民族名で大手企業にスパ っと就職を決めた人たち もいる し、 また他方で、その先輩の

一人がエ ン トリーシー トで 日本名と民族名のそれぞれで出 してみて、 日本名の方 しか受か

らないことが多いという検証を した話 も聞いた。 この点で、F君 の就職活動は、ある程度

の情報やモデルを知った上で選 んだ形であった。 しか し、 日本国籍で民族名を名のるモデ

ルは存在 しなかった。そこで、名前の模索は、 日本籍のF君 が留学同 という在 日組織の中

で もマイノリティであることか ら生 じる孤独 な試行錯誤で もあった。F君 は リアルタイム

で留学同の先輩や仲間に相談することはなかった。一人で試行錯誤 した後、最近では周囲

に話せることも増えて きた という。

〔自分 で も〕 や っ ぱ りよ くわか らなか っ たん です よ。 日本 籍 に とっ て、 就活 して て、 僕 最初 ね 、

〔留学 同 の〕 み ん なに黙 っ てた んで す よ。 その、 日本名 で就 活 してい る って い うの をあん ま り言 っ

て な くて 。 で、 「や っぱ り本 名 はす ごい 大事 で、 民 族名 名乗 らなあ か んや ろ うっ」 てず っ と言 っ て

きた し、 今 で もそ う思 って る し、で も、 〔日常の 〕現 実 は 日本名 をめ っち ゃ使 う し、 なんか そ うい

う人 〔で あ る 自分 〕 があ か ん のか な って 思 って 、 あん ま り言 って なか っ たん です よ。 自分 自身 も

よ くわか っ て なか っ たん です よ、 それ が どうな んや っ て。 … … 日本籍 や っ た ら、 在 日朝鮮 人 とい

う存 在 が 見 えへ ん って い うの は 、 日本社 会 に つい て 言 って もそ うや し、 あ と留 学 同 につ い て言 っ

て も絶 対 そ うや し。 日本 籍 の在 日朝 鮮 人 が 、民 族 的 に ど うい うふ うな差 別 を受 けて るの か っ て

〔誰 も〕 あ ま り知 らない っ てい う。 僕 自身 もそ ん なに考 えて なか った し、 まだ説 き明 かれ て ない と

こ ろっ て い うか。 本 とか 読 ん でみ て も、 日本 籍 取 っ た後 の在 日朝 鮮 人 の ア イデ ンテ ィテ ィ とか そ

うい うの を研 究 して る文献 があ ん ま りな くて。

「ややこしい」 自己提示の試行錯誤:F君 の就職活動は名前 をめ ぐる手探 りの過程であ

った。F君 はは じめ、 日本名で受験 し、面接 で企業 に対 して、(受 験 の名前 とは異なる)

Kyoto Journal of Sociology XVII / December 2009



孫 ・片 田:「 在 日で あ る 自 己」 をめ ぐる コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの現 在 133

民族名で働 きたい とい う希望 を告げる方法をとっていた。

〔最終 面接 で〕 も う最 終 って い うの もあ っ たん で、 ち ゃん と全 部言 っ たん です け ど。 やや こ しい

こ とを。 日本 籍や け ど、 で も名前 は民族 名 の 方で 仕 事 したい って 。 そ んな こ と言 っ て くる やつ た

ぶん い ないで しょ(笑)。 で も、 なん だか 、受 け入 れて くれ る よう な感 じや ったん です よ。 なん か、

〔面接 官 が〕 「リクル ー トはけ っ こ う フラ ッ トだか ら、 いい よ」 って。 だ か ら、 落 ちた ん は違 う部

分 か な って。

その次の段階では、F君 は 日常 的に 「本名」 と呼ぶ民族名を名乗 って就職活動 をした時

期がある。その時の会社では、最初合格通知がメールで来たが、次の 日に、お詫びの メー

ルが来て、「先 日送 ったメールは間違いで した。 もう少 し検討 しますので、 またす ぐ連絡 し

ます」。そ して、その3日 後 に、不合格通知が来た。だが、差別 されたという可能性 よりも、

まず会社 自体が少 しおかしい、あてにならないところだったのではないかと思われた。

こうして民族名で内定を得そうになってみ ると、名前の問題が気になった。 もし受かっ

ていたら、採用後に名前が偽名として問題化 していたか どうかはわからない。F君 はアル

バ イ トを民族名で していた時期 もあったが、「嘘の名前で仕事 してるってこと」 は、追求

された ときの責任の ことや法律的な問題を考えて、心配になって、以後 日本名 にした りし

た。就職活動で も、採用が迫 ってみ ると、受か った後 どうなるのか と悩 んだ。そこで、考

えをまた一歩進めるようにして、もう一度日本名に戻 した。

や っ ぱ り、 日本 名 で就 活 して、 実際 に面接 の時 に在 日朝鮮 人 って い う方が 、 あ あ、 い いん か な

っ て。 た ぶ ん、 だ っ て、 民 族 名 で就 活 して大 学 で 登 録 して る名 前 は 日本 名 です よっ て い うの と、

日本 名 で行 って 僕 は実 は在 日朝鮮 人 で っ て い うの と、 やや こ し さでい った ら、 本 名(=民 族 名)

で行 って る方が やや こ しい。 〔企 業 に した ら〕 な 、な んで?っ てな るか ら。

F君 は今後の展望について、現状は職種 については大 きく妥協 して も、民族名での就職

にこだわ りたいと考 えている。

今 は、 たぶ ん留 年 した こ と もあ るん で す け ど、 自分 で稼 い で生 きて い くの が絶 対 大事 や か ら、

ち ゃん と働 い た ら、別 に30歳 くらい に なっ てか らで も、 自分 が や りたい分 野 に転 職 す る こ と も可

能 や ろ う し、 そ の とき には 人脈 とか もつ くって い た ら、入 りや すい や ろ う し。今 は 、 自分 が民 族

名 で就職 して、 ち ゃん と生 きる、 自活 す るのが 先決 か なあ って。

そ して、仮 に良い企業でも、民族名で働けないなら、行けないと思 っている。
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こだわ らなか った ら、 もう一 瞬で解 決す る話 なん です け ど。 なんか 、 〔まわ りに〕 しめ しもつ かへ

ん し、今 までや って きたこ とが なんの あれ もな くな って しまう し、たぶん、ご飯お い し くないな(笑)

って。 なんか割 り切 れ ないんです よ。 ……で も、 僕が考 えて る こと、 かな り甘 い と思 い ます よ。

4-3考 察一 「在 日」 としての就職 にこだわりを抱いて

F君 の就職活動は、就職活動の論理 とは異なる世界へのこだわ りに大 きく反映 した もの

となった。 日本国籍で戸籍名が 日本的氏名であるF君 にとって就職面接で コミュニケーシ

ョンを行えなければ、在 日としての 自己を提示 して働 く選択肢が確実に消えてしまう。そ

こで、F君 は名前の問題などの 自己提示 を考え、 自分な りに吟味 しなが ら実践 して きた。

日本国籍で、日本名が法的な本名である在 日には、国籍や通常言われる 「本名」の ような、

マジョリテ ィにとって理解 しやすい制度的な根拠 を持つ他者化の記号(外 国人性 あるいは

異質性の記号)が ないため、 日本 人ではな く、在 日として働 きたい というF君 の思いは、

よほど理解 し難い もの となる。従来、就職活動 という文脈においては、国籍や本名 という

変え難い 「障害」によって 「身元隠 し」か 「誇 りの戦略」かを余儀 な くされる外国籍の在

日のケースは様 々な前例 もあって、(共 感 されず とも)認 識 され うる。 これに対 し、被差

別部落出身者の身元明か しの意味がマ ジョリティに伝わ らないの と似て、F君 の自己提 示

は、合理性や能力主義の規範 を背景 とした 「なぜ言わな くて もいい ことをわざわざいうの

か」 とい う非難や当惑 を招 く側面が より強いと考 えられ る。 また、制度的な難 しさも実際

にある。現在のF君 の民族名に制度的、社会的な正当性がないか らである。

本稿の視点は通常の意味での就職活動の成功の程度を問 うことはせず に、関係の非対称

性やそこで取 り組 まれるコ ミュニケーシ ョンの行方に焦点 を当て ようとする。 もっ とも、

在 日の側のみへの聞き取 りとい う方法の限界か ら、 コミュニケーシ ョンの問題状況 を実証

す るこ とはできない。 ただ、F君 が強 くこだわって試行錯誤 した、企業 との 「ややこしい」

コミュニケーシ ョンについて、それがあま り成功せず じまいであったとF君 には実感 され

ている。 自分のPRの 内容 を面接官はわかっているかについてF君 は次のように語 る。

〔面 接官 の 人 は〕 あ る程 度 は わか って る と思 い ます。 で も、 な んか、 なんか ね、 け っ こ う上 の ひ

と?50、40代 く らい の 人や った らわ か って る と思 うんで す よ。 で も最 初 の面 接 っ てむ っ ち ゃ若 い

じゃな いで すか 、 人事 。20代30代 の。 ど うな んで し ょうね、 わか って な いん か な。 わ か って る ん

で すか ね… 。

また、「よし、言おうと思 って」在 日だと告げたときの反応については次のように語 る。
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〔面接 官 は〕 内心 ど う思 っ て るか はわ か らない です け ど、 そ こ まで 出 さ ないで すね 。 「ふ う一 ん」

ぐらいで すね 。 で も、 な んか 、 い まだ か つて 、 ほ ん まに ち ゃん とわか って くれ てる 人 って あ った

こ とないで す よ(笑)。

話 としては 「あ りがち」でわか りやすいはずのF君 のPRは 、「韓国語」や 「韓国留学」

などの比較的認識可能なものとは異 なる、不可解な 「在 日」の ことであるために、就職面

接 の文脈の中にふさわ しい話題 としての居場所 を得 られなかったのではないか。F君 の日

常 的な感覚では、在 日の学生たちのサークル活動や民族名への思いは、日本社会にとって

「やや こし」 くて も理解可能な ものであると考え られているようだ。 また実際、就職活動

以外の文脈では、その ような場面 もあるだ ろう。 しか し、「合理性」、「中立性」 といつた

能力主義的な参照枠か らすれば、F君 の語 りはそ もそ も面接 にふ さわ しくないものとされ

る。 「合理性」や 「中立性」の基準 は、差別が合理化 されて きた現実を思 えば、被差別者

に とっては不条理で、差別的基準である。その基準は、面接 とい う文脈 にとっての場違い

さをF君 に付与 しているのではないだろうか。 もちろん、留学同の活動 に言及 し、 また制

度的な根拠のない民族名で働 きたいとの思いを告げて も、就職活動の 「コミュニケーシ ョ

ン」スキルによっては、 またその他の付加価値 を持てば、何 らかの対話があるか もしれな

い。だが、その障害は容易ではないと想像で きる。F君 の事例に読み取 ることができる困

難は、在 日の自己提示 に対す る理解可能性、対話可能性の点で、 日本社会の応答性の分厚

い限界を示唆 していると言えないだろうか。

F君 は、在 日であ ることが不利になった と思 うか という問いに対 して、頷いた後、不利

になる点 は、「説明をしない といけない」「やや こしさ」であると言った。だがそ うした状

況は個 々の企業が 「悪い」わけではないという。

日本 籍 や し、 なか なか知 って る人 とか もい な い、 そ の状 況。 これ を まず 説明 しな あか ん って い

うのが 。 …… あ 一、 で も、 まず そ うい うの を知 らん っ てい う状 況 が、 なん か、 別 にそ の 企業 が あ

か ん って い うわけ で もな くて、 別 に僕 が悪 い わ けで も絶対 ない し。 そ うい うね、 環境 ってい うか 。

企業 一個 一個 が悪 い って い うあれで もない と思 うん で。

こうした 「環境」の下、F君 は難 しいコミュニケーシ ョンを進めるため、企業 にその ま

ま言っては伝わ らないので、伝えやすい話題の中で、その活動、そ して在日である自己を

提示 したのだった。

フ リーペ ーパ ー ってや っ てる 人 も多 い し、特 別 な話 じゃないん です け ど、 なんか、 そ こで、 その
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在 日朝鮮 人 と して、学 生 な りに頑 張 って る子 らを取 り上 げて。 フ リーペ ーパ ー を面接 に持 っ て行 く

んです け ど、 〔留 学 同で〕 ど うい うこ とをや っ て る人 間が い るのか を いろ ん な人 に知 って ほ しいか

ら、 そ うい う活動 を して きた って 〔言 い ます〕。 知 らん人が い っ ぱいお るか ら、 自分 た ちみ たい な

学 生 が い る って い うの を いろ ん な人 に知 って もら うため に フ リー ペー パ ー って い うの もつ くっ た

し。 〔面接 で も〕 たぶ ん、相 手 も 「知 らんか った ら知 らんな りに 、そ うい うの を知 って も ら う活 動

して たん です」 って 言 った ら、 まあ、 〔面接 官 は〕 「あ、 そ うなんや」 っ てな る と思 う。

5全 体的考察一 在日のスティグマをめぐる越境の戦略

本稿では、就職活動 を在 日が 「われわれ日本人」か らの排除の危険性を背負 った非対称

な関係において、 自己をめ ぐるコ ミュニケー ションを行 う社会的文脈 として捉 える視角を

試みた。就職活動 という文脈では、在 日であることがいかなる問題になるのか、 ならない

のかを規定す る権力は面接官 にあ り、コ ミュニケー ションの負担 は一般的にマイノリティ

の側のみにある。そ こでは企業の正統 な成員 としての 「われわれ(日 本人)」 の維持管理

に関わる権力はマ ジョリティだけにあるか らである。

2つ の事例 を考えると、現在の状況は、被差別の歴史が刻まれた社会的なコンテクス ト

において、 タブー(語 りえない話題)と されてきた在 日である自己をどうにか語 りえるも

のへ と転換 し、従来のコンテクス トを変化 させてい く挑戦であると言 える。それはステ ィ

グマの意味転換 の戦略 としての 「誇 りの戦略」を拡張す るひとつのバ リエーションとして

考え られる。野口によれば、スティグマ隠 しが差別する側の意図にすっぽ りとはまってし

まう危険性を持つのに対 して、同質性 ではな く差異性 を踏 まえた反差別の主張であ る 「誇

りの戦略」はマジ ョリテ ィ側の価値体系への挑戦である(野 口2000)。 「『俺は部落出身や、

それがいったいなんや』 とい うだけで、 ヒソヒソ話で悪口をたたき合っていた者は、 きま

り悪 くなって自ら恥 じ入 ることになる」(前 掲書:258)。 だが、 この戦略 は就職面接 のよう

に力関係 の差があるときは、無力 な戦略 となって しまうのだった。 しか し、「誇 りの戦略」

の真骨頂 は、本 当に開 き直 りにあ るのだろうか。少な くとも、本事例の ような局面では、

ステ ィグマの突 き返 し自体 よりも、 まず は必要な場面で タブーを破 り、そ して、被差別の

現実 をめ ぐるコ ミュニケー ションに近づ くこ とが最 も必要なのではないか。ステ ィグマを

「それが何 だ」 とそっ くり開き直る方向 と、その場 に応 じて語 りえるものへ と部分的に転

換 してい く方向は微妙に異 なる。 「誇 りの戦略」には、 コミュニケー ションの場への越境

という方向性 を明確に加え再考する必要がある。

本稿の事例では、就職活動 とい う文脈ゆえに、開 き直 りによるスティグマの突 き返 しよ

りも、その場その場 におけるスティグマの部分的な転換、ステ ィグマを持つ 自己の越境が
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試み られていた。在 日であることが タブーとして枠づ けられた現状か ら、具体的な場 に即

した自己提示の戦略 によって、在 日であることの含意 を目標の方向へ とややず らしていく

という意味で、語ることがで きるところへの越境である。 自己にとって、自己が置かれた

社会的文脈に とって、被差別のタブーが少 しで も語 りえるもの となること。本稿の二つの

事例に通 じるコミュニケー ションの戦略 は、この ような ものであった。結局のところ、そ

の越境への許可は、マジ ョリティ主導の関係性 において限定的 に与 えられる。そ こにある

のは、対話 となることを約束 されていない、コ ミュニケーションである。本稿の視点か ら

見たLさ ん とF君 の違 いはこのためだった。Lさ んの 自己提示は新たに生 じた余地 とその

制約を、F君 の自己提示は タブーの壁の厚 さと、 しか しながらそこで試み られている挑戦

の存在 を示 してい る。だが、現状 は楽観的なものではなかった として も、現在世代が始め

た自己提示の可能性を解放の戦略 として位置づけることは的外れではないのではないか。

おわりに

2章 で触れた 「追跡調査」(2000)で も 「就職差別ではないが」 と前置 きして、就職後

の職場での差別的な出来事や悩みを答えた記述は少なくなかった。 タブーとされて しまっ

た事柄に関す る個 々具体的な話 し合い(コ ミュニケー ション)に よる改善が当事者 にとっ

て必要 な場面は様々にある。 日本社会 には在 日の存在を制度的に予期 していない点が多々

ある。 また心理的にも予期 していない。「われわれ(日 本人)」 概念の指示内容を変えない

ままに積み上げられて きた関係の下、マジ ョリティの悪意のない無知 二忘却が ときに深刻

な排除に至っている日常がある。被差別者の 自己提示がそっくり承認 される重要性 は必ず

しもない。 しか し、具体的な問題状況において、 まず話題 とな りうる必要がある。就職活

動の 自己提示は、ひとつの試金石、通過点に過 ぎず、 またそれほ ど応答が期待で きるわけ

でもない。 しか し、一方的に規定されてきた被差別側か らの越境 は、就職活動 という新 た

な場面において も既 に始め られてきたのである。

最後に、本稿では、マイノリティである在 日の側のみ を考察の対象 とした。 また方法論

的に も、コ ミュニケーションの現場 自体を分析す る方法論を視野 に入れ ることもで きてい

ない。今後は、マジ ョリテ ィ側の経験構造 も含め、複数の分析 の レベルを視野に入れて、

本稿で話題の適切 さに対する自己の越境 による脱スティグマ化の戦略 と名付けた もの に対

す る考察 を深めることにしたい。差別的関係か らの解放、克服に資する研究を現在的な差

別状況の変容に即 したものへ更新 してい くには、本稿 では不十分 なところが多いが、今後

の課題 としたい。
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      Young Zainichi Koreans' Strategies of 

Communicating the Self: Transitions under Implicit 

            Forms of Discrimination

SON-KATADA Aki

     This paper is based on interviews to ten third generation Zainichi Korean students 

who have recently experienced job-hunting. By focusing on their identity management 

toward Japanese companies (when and how to "come out", and the meaning of doing so), 

this paper will show how Zainichi Koreans and Japanese society today face a new 

situation concerning discrimination and the possibility of its overcoming. Because of 

severe discriminatory practices of Japanese companies, Zainichi used to be excluded 

from normal job opportunities. However, we hardly see such explicit discrimination 

today. Instead, discrimination has become hidden and implicit. In this new situation, 

the Zainichi youth now have both the chance and the burden to tell who they are to the 

majority Japanese in the companies they apply to. 

     This paper borrows the framework of discrimination studies, and pays attention 

to the asymmetric relationship between "us" (those who discriminate) and "not us" 

(those who are discriminated). Even when so-called discrimination does not take place, 

we can see the problematic relationships in which the majority can alienate the 

minority for certain purposes. In the first case recorded in this paper, for example, a 

Zainichi student's strategy is to let interviewers of companies (the Japanese majority) 

think that being Zainichi is nothing problematic, and that it actually means being 

more "global". However, she meets some interviewers who seem inclined to alienate 

her as a Korean, that is, someone who is not a member of Japanese society. As such 

strategy shows, today's third generation Zainichi undergo, on the one hand, newly 

emerging chances for overcoming historical discrimination by communicating their 

identity to the majority, and, on the other hand, a new risk of again being denied 

membership in society. There are persisting difficulties felt on the Zainichi side in 

communicating who they are to the majority. However, their present strategy of 

transition into communicable relationship is not without hope and can have certain 

potential.
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